
 

 

授業科目 成人看護学方法論Ⅳ 
実務経験 開講時期 単位数 授業形態 時間数 

◎ 2 年次後期 1 単位 講義 30 時間 

到
達
目
標 

１．内部環境調節機能障害のある対象と看護の方法を理解する。 

２．身体防御機能障害のある対象と看護の方法を理解する。 

３．感覚機能障害のある対象と看護の方法を理解する。 

講師 

看護師① 

看護師② 

看護師③ 

皮膚・排泄ケア認

定看護師 

看護師④ 

授業計画 

1 回 内部環境調節機能障害のある対象の特徴と問題、糖尿病のある対象の看護 看護師①(10 時間) 

 2 回 急性・慢性腎不全のある対象の看護、腎移植を受ける対象の看護 

3 回 ネフローゼ症候群のある対象の看護 

4 回 甲状腺機能障害の看護 

5 回 副腎機能障害・下垂体機能障害のある対象の看護 

6 回 透析療法を受ける対象の看護(保存期から透析導入・維持・慢性期の看護, 

血液透析の看護・腹膜透析の看護、カテーテルによる血液透析を受ける

対象の看護、持続血液透析濾過を受ける対象の看護) 

看護師②(2 時間) 

7 回 身体防御機能障害のある対象の特徴と問題,関節リウマチ・全身性エリテマトーデスの看護 看護師③(8 時間) 

8～ 

10 回 

接触性皮膚炎・白血病・多発性骨髄腫・悪性リンパ腫・ヒト免疫不全ウ

イルスの看護 

11 回 皮膚障害のある対象の特徴と問題、スキンケア演習(保湿剤塗布量の比較) 皮膚・排泄ケア認

定看護師(4 時間) 12 回 熱傷の看護、褥瘡のある対象の看護（ＤＶＤ鑑賞含む） 

13 回 感覚機能障害のある対象の特徴と問題、中途視覚障害の看護 看護師④(6 時間) 

14 回 突発性難聴・メニエール病の看護 

15 回 副鼻腔炎・末梢神経障害の看護 

評価方法 修了試験 選択肢選択又は論述問題（100％） 

看護師①(30%),看護師②(10％),看護師③(20％),皮膚・排泄ケア認定看護師(20%),看護師④

(20％),を総合して評価する 

教科書 看護師①：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑥内分泌・代謝 医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑧腎・泌尿器 医学書院 
看護過程にそった対症看護 学研メディカル秀潤社 

看護師②：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑧腎・泌尿器 医学書院 
看護師③：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑪アレルギー 膠原病 感染症 医学書院 

系統看護学講座 専門分野 成人看護学④血液・造血器 医学書院 
看護過程にそった対症看護 学研メディカル秀潤社 

皮膚・排泄ケア認定看護師：系統看護学講座 専門分野 基礎看護学③基礎看護技術Ⅱ 
医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑫皮膚 医学書院 
系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論・各論 医学書院 

看護師④：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑬眼 医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑭耳鼻咽喉 医学書院      

備考 予習においてはテキスト、関連書籍の該当ページを熟読するとともに、理解できない箇所

を明確にする。復習においてはテキスト・講義資料・参考文献などを用いて、学習した内

容を整理し、理解を深める。 


